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●8月1日の人口／総人口50,864（65）男24,483（41）女26,381（24）世帯数22,080（46）　（　）内は前月比



害
時
は
、災
害
情
報
の
収
集
・
伝
達

や
出
火
防
止
と
初
期
消
火
、近
所

の
人
の
避
難
誘
導
や
被
災
者
の
救

出
・
救
護
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
自
主
防
災
会
が
防
災
資
機
材
を

整
備
す
る
場
合
は
、コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
補
助
金
の
助
成
制
度
が
あ
り

ま
す
。市
は
、自
主
防
災
会
組
織
結

成
率
100
％
を
目
指
し
、未
結
成
の

町
内
会
な
ど
へ
助
言
を
行
う
と
と

も
に
、結
成
済
み
の
町
内
会
な
ど

へ
は
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
支
援

し
て
い
ま
す
。ま
た
、災
害
時
に
備

え
て
、地
区
住
民
の
皆
さ
ん
に
各

防
災
会
が
行
う
訓
練
な
ど
に
積
極

的
に
参
加
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

　
９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。

　
昨
年
は
、５
月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ
島
で
発
生
し
た
大
地
震
や
、館
山
市
で
は

じ
め
て
避
難
勧
告
を
発
令
し
た
４
月
の
集
中
豪
雨
、今
年
は
３
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
、７
月
の
台
風
４
号
に
よ
る
豪
雨
、新
潟
県
中
越
沖
地
震
な
ど
、各
地
で
大
き
な
災

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
房
総
半
島
を
含
む
南
関
東
地
域
で
は
、今
後
30
年
以
内
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
ク
ラ
ス

の
地
震
が
70
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。災
害
は
、い
つ
発
生
す
る

か
わ
か
り
ま
せ
ん
。日
常
の
災
害
に
対
す
る
備
え
や
発
生
時
の
対
応
と
確
認
事
項
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
問
合
せ
／
社
会
安
全
課（
�

22
―
３
４
４
２
）

災
害
に
備
え
て

　
　
〜
地
震
や
津
波
か
ら
身
を
守
ろ
う
〜

家
族
で
話
し
合
い
、

　
　
　
十
分
な
備
え
を

　
阪
神
や
新
潟
の
地
震
で
も
、災

害
直
後
は
隣
近
所
の
助
け
合
い

に
よ
っ
て
多
く
の
人
が
救
助
さ

れ
、一
命
を
取
り
止
め
て
い
ま
す
。

行
政
や
防
災
機
関
は
、直
ち
に
救

援
活
動
を
行
い
ま
す
が
、被
災
地

の
す
べ
て
で
開
始
で
き
る
ま
で

に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。こ
の

た
め
、災
害
時
の
初
期
活
動
と
し

て
、町
内
会
や
区
で
組
織
す
る
自

主
防
災
会
が
重
要
な
役
割
を
担

い
ま
す
。

　
現
在
、市
の
自
主
防
災
会
結
成

率
は
71
％
で
、平
常
時
は
防
災
の

講
習
会
、訓
練
の
実
施
、危
険
箇

所
・
避
難
場
所
の
把
握
、避
難
ル
ー

ト
や
防
災
機
材
の
点
検
な
ど
を

行
い
、災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。災

　
②
避
難
場
所
と
避
難
路

　
③
非
常
持
出
袋
の
置
き
場
所

　
④
家
族
の
役
割
分
担

　
⑤
落
ち
合
う
場
所

　
⑥
安
否
情
報
を
取
り
次
い
で
も

　
ら
う
遠
方
の
親
戚
や
知
人

　
⑦
災
害
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど

◎
よ
く
出
か
け
る
場
所
で
の
被
災

を
考
え
、２
〜
３
か
所
の
避
難
場

所
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

◎
家
具
な
ど
の
対
策
も
忘
れ
ず
に

　
①
家
具
類
の
転
倒
防
止
対
策
　

　（
特
に
危
な
い
の
は
冷
蔵
庫
や

　
ピ
ア
ノ
）

　
②
扉
や
棚
な
ど
の
ガ
ラ
ス
飛
散

　
防
止
対
策

　
③
棚
の
荷
物
の
落
下
防
止
対
策

　
④
消
火
器
の
設
置

◎
家
の
土
台
や
柱
、屋
根
、塀
な
ど

の
点
検
と
補
強
を
し
ま
し
ょ
う

◎
非
常
持
出
品
の
準
備
と
家
庭
内

備
蓄
を
行
い
ま
し
ょ
う

　
災
害
発
生
時
な
ど
に
す
ぐ
持
ち

出
せ
る
よ
う
に
、必
要
最
小
限
の

衣
類
や
洗
面
道
具
、医
薬
品
、小
物

道
具
、水
、食
糧
、赤
ち
ゃ
ん
用
品

な
ど
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
非
常

持
出
袋
を
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、被
災
直
後
の
生
活
を
支

え
る
た
め
に
、家
族
構
成
に
合
わ

せ
て
１
人
あ
た
り
３
日
分
を
め
や

す
に
食
糧
、水（
１
人
あ
た
り
１
日

３
リ
ッ
ト
ル
程
度
）な
ど
を
準
備

し
ま
し
ょ
う
。

重
要
な
役
割
を
担
う

　
　
自
主
防
災
組
織

結
成
率
100
％
を
目
指
し
て ▲炊出訓練の様子（堂ノ下区）

◎
次
の
内
容
を
も
う
一
度
確
認

し
ま
し
ょ
う

　
①
家
の
中
で
一
番
安
全
な
場

所

2平成19年９月１日号

集特



数
を
超
過
し
老
朽
化
に
よ
る
不
具

合
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
ま
で

の
８
年
間
の
予
定
で
、デ
ジ
タ
ル

防
災
行
政
無
線
へ
の
更
新
整
備
を

行
い
ま
す
。本
年
度
は
、基
地
局
の

操
作
卓
を
更
新
す
る
ほ
か
海
岸
部

の
放
送
塔
５
本
を
新
設
、５
本
を

更
新
、各
町
内
会
長
宅
な
ど
に
配

置
し
て
あ
る
戸
別
受
信
機
300
台
を

更
新
し
ま
す
。

　
防
災
行
政
無
線
で
放
送
す
る
内

容
は
、放
送
基
準
を
定
め
て
運
用

し
て
い
ま
す
。

　
放
送
基
準
／
緊
急
を
要
し
、市

民
生
活
に
著
し
い
支
障
を
き
た
す

も
の
で
あ
っ
て
、か
つ
、市
内
全
域

に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
こ

と
。

　
放
送
内
容
／

①
災
害
情
報
及
び
避
難
指
示
に
関

　
昭
和
60
年
か
ら
地
震
・
津
波
対

策
と
し
て
整
備
し
た
既
存
の
防
災

行
政
無
線
シ
ス
テ
ム
は
、耐
用
年

防
災
行
政
無
線
を

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
化

緊
急
情
報
を
メ
ー
ル
配
信

「
安
全
・
安
心
メ
ー
ル
」

放
送
基
準
と
放
送
内
容

　
従
来
、市
は
、災
害
情
報
な
ど
緊

急
情
報
の
伝
達
は
防
災
行
政
無
線

の
み
で
行
っ
て
い
ま
し
た
。し
か

し
、放
送
塔
を
津
波
対
策
中
心
に

整
備
し
た
た
め
内
陸
部
へ
の
設
置

本
数
が
少
な
く
、「
聞
こ
え
な
い
」

「
聞
き
づ
ら
い
」な
ど
の
苦
情
が
寄

せ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、防
災
、防
犯
、消

防
、そ
の
他
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
の

中
止
な
ど
広
く
周
知
す
る
必
要
が

あ
る
緊
急
情
報
に
つ
い
て
、情
報

　
市
内
に
は
、小
学
校
な
ど
13
か

所
に
防
災
倉
庫
を
設
置
し
、食
糧

（
ア
ル
フ
ァ
ー
米
、ク
ラ
ッ
カ
ー
）

８
万
６
千
食
、保
存
水
１
千
２
百

本
、毛
布
７
千
１
百
枚
、簡
易
ト
イ

レ
90
基
、発
電
機
６
基
、紙
お
む
つ

な
ど
の
日
用
品
を
災
害
に
備
え
備

蓄
し
て
い
ま
す
。ま
た
、九
重
の
二

子
に
あ
る
防
災
機
材
庫
に
は
、土

の
う
や
給
水
タ
ン
ク
、ス
コ
ッ
プ
、

は
し
ご
な
ど
を
備
え
て
い
ま
す
。

市
内
13
か
所
に

　
防
災
倉
庫
を
設
置

す
る
も
の
。

②
津
波
注
意
報
・
警
報
及
び
大
雨

警
報
な
ど
の
自
然
災
害
に
か
か
る

警
報
の
発
表
及
び
解
除
に
関
す
る

も
の
。

③
大
規
模
な
火
災
又
は
大
規
模
に

な
る
恐
れ
の
あ
る
火
災
に
関
す
る

も
の
。

④
警
察
か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
行
方

不
明
者
な
ど
の
人
命
に
関
す
る
も

の
。

⑤
武
力
攻
撃
事
態
な
ど
に
お
け
る

警
報
の
発
令
及
び
解
除
並
び
に
住

民
の
避
難
に
関
す
る
も
の
。

⑥
そ
の
他
電
波
法
に
定
め
る
範
囲

内
で
市
長
が
特
に
必
要
と
認
め
た

も
の
。

の
伝
達
を
正
確
か
つ
速
や
か
に
行

う
た
め
、平
成
18
年
８
月
１
日
か

ら
、携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
機
能
を

活
用
す
る『
館
山
市
安
全
・
安
心

メ
ー
ル
』の
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
始

め
ま
し
た
。

　
現
在
、３
千
500
人
ほ
ど
が
登
録

し
て
い
ま
す
が
、市
は
、登
録
者

数
１
万
人
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。登
録
方
法
は
、携
帯
電
話
の

販
売
店
又
は
社
会
安
全
課
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▲デジタル化を進めている防災行政
　無線システム

QRコード対応の携帯電話でこのコード
を撮影すると、館山市のサイトにアクセ
スできます。

　津波は、記憶に新しいスマトラ沖地震の大災害のように、甚
大な被害をもたらします。
　館山市は長い海岸線を有し、海に面する地域が多いため、津
波への注意が必要です。関東大震災（1923年）の津波の高さは、
館山で1.8ｍ、洲崎で4～7ｍ、相浜で7～9ｍでした。また、元禄
地震（1703年）の波高は、館山で5～6ｍで標高4.6ｍまで浸水
したという記録が残っています。
　これらの過去の資料をもとに、津波危険予想地帯を内湾で海
抜5ｍ、洲埼灯台以南の外房で海抜10ｍに設定し、市内200か
所の東電柱に地盤高表示板を設置しています。大まかに、市内
では県道304号線（旧国道127号）より海側が危険な地帯とな
ります。
　津波は、ジェット機並みの時速800ｋｍというスピードで
襲ってきます。地震を感じたら、まず海岸から離れ、より高いと
ころへ避難しましょう。その際、隣近所で声を掛け合いましょ
う。

猛スピードで襲ってくる津波

3 だん暖たてやま



　
市
は
、平
成
17
年
度
に
、災
害
時
の
避
難
生
活

が
長
期
化
し
た
場
合
に
備
え
、館
山
市
旅
館
組
合

と「
一
時
避
難
所
」の
覚
書
を
交
わ
し
、現
在
、

市
内
19
か
所
の
ホ
テ
ル
や
施
設
な
ど
と「
津
波
一

時
避
難
ビ
ル
」の
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
市
内
の
主
な
店
舗
と
「
物
資
の
供

給
」、千
葉
県
石
油
協
同
組
合
館
山
鋸
南
支
部
と

「
石
油
類
燃
料
の
供
給
」、千
葉
県
エ
ル
ピ
ー
ガ

ス
協
会
安
房
支
部
と「
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
の
供
給
」

の
各
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
本
年
度
は
、生
活
協
同
組
合
ち
ば
コ
ー

プ
と「
支
援
協
力
」、千
葉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
房

州
支
部
と「
物
資
の
自
動
車
輸
送
」、県
外
自
治

体
と
は
初
め
て
と
な
る
山
梨
県
笛
吹
市
と「
相
互

応
援
」の
各
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
市
民
や
企
業
な
ど
の
理
解
と
協
力
に
よ
っ
て
、

多
く
の
災
害
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。
財
政
状
況

が
厳
し
い
中
で
、

防
災
対
策
に
多
く

の
予
算
を
措
置
す

る
こ
と
は
大
変
難

し
く
、
ま
た
、
財

政
的
に
余
裕
が

あ
っ
た
と
し
て
も

防
災
対
策
に
か
け

る
予
算
を
考
え
れ

ば
限
度
が
あ
り
ま

せ
ん
。
市
は
、
限

ら
れ
た
予
算
の
中

【家庭では・・・】
○頭を保護し丈夫な机の下などに隠れる
○あわてて外へ飛び出さない
【人が大勢いる施設では・・・】
○施設の係員の指示に従う
○落ち着いて行動する
○あわてて出口に走り出さない
【屋外（街）では・・・】
○ブロック塀の倒壊などに注意する
○看板や割れたガラスの落下に注意し、ビルのそば
　から離れる

緊急地震速報10月1日スタート

　気象庁は、10月１日から「緊急地震速報」の一般への提供を開始します。
　「緊急地震速報」は、最大震度５弱以上と推定した地震の際に、強い揺れ（震度４以上）の地域をテレビやラジオな
どで事前（数秒～数十秒前）にお知らせするものです。ただし、震源に近い地域では、強い揺れに間に合わないこと
があります。
　問合せ／気象庁地震火山部管理課（�03－3212－8341）

【自動車運転中は・・・】
○あわててブレーキをかけない
○ハザードランプを点灯し、揺れを感じたらゆっくり
　停止する
【鉄道・バス乗車中は・・・】
○つり革、手すりにしっかりつかまる
【エレベーターでは・・・】
○最寄の階で停止させすぐに降りる
【山やがけ付近では・・・】
○落石やがけ崩れに注意する

　「緊急地震速報」は、見聞きしてから強い揺れが来るまでの時間が数秒から数十秒しかありません。その短い間に、
身を守るための行動を取る必要があります。

★☆★☆★周囲の状況に応じて、まず、身の安全を確保する★☆★☆★

災
害
協
定
を
締
結

▼「津波一時避難ビル」協定等締結施設

施　設　名　称

たてやま夕日海岸ホテル

ニューきくやホテル

海の湯宿　花しぶき

鳩山荘　松庵

休暇村　館山

ホテル洲の崎　風の抄

ホテル　川端

平砂浦ビーチホテル

ホテル　アクシオン　館山

館山グランドホテル

いこいの村　たてやま

館山市立第一中学校

館山市立第二中学校

千葉県安房西高等学校

昭和女子大学望秀海浜学寮

トスラブ館山

共立女子学園研修センター

中央学院大学館山セミナーハウス

ロック開発（株）ロックシティ

館山・（株）ヤマダ電機

所　在　地

八幡822

北条2307-36

塩見233-4

見物787-2

見物725

洲崎198-1

西川名855

伊戸1535

小沼352

坂井772-54

藤原1495-1

那古954

長須賀136

北条2311-3

那古1672

波左間588

相浜82

館山96-1

八幡545-1

で
、効
率
的
か
つ
効
果
的
に
防
災
対
策
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、災
害
協
定
の
締
結
が
有
効
な
手
段

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。市
民
や
観
光
客
な
ど

館
山
を
訪
れ
る
人
た
ち
に「
安
全
・
安
心
」が
与

え
ら
れ
る
よ
う
に
、今
後
も
各
種
災
害
協
定
の
締

結
を
推
進
し
て
行
き
ま
す
。

▲笛吹市と災害協定締結（7月）
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【
国
へ
の
要
望
】

『
東
関
東
自
動
車
道
館
山
線
・
一
般

国
道
127
号
富
津
館
山
道
路
及
び
国

道
127
号
の
整
備
、利
用
促
進
に
つ

い
て
』（
都
市
計
画
課
）

○
富
津
館
山
道
路
富
浦
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
か
ら
の
国
道
127
号
の
早

期
４
車
線
化
。

た
め
、東
関
東
自
動
車
道
館
山
線

の
終
点
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
館
山
市
ま
で
の
事
業
実
施
。

○
利
用
率
向
上
に
大
き
く
寄
与
す

る
通
行
料
金
の
引
き
下
げ
。

○
現
在
、制
限
速
度
時
速
70
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
区
間
が
存
在
す
る

が
、利
用
促
進
を
図
る
観
点
か
ら
、

こ
の
制
限
速
度
引
き
上
げ
に
つ
な

が
る
道
路
整
備
の
検
討
、実
施
。

○
本
路
線
区
間
は
、館
山
自
動
車

道
や
富
津
館
山
道
路
、東
関
東
自

動
車
道
館
山
線
な
ど
、多
数
の
名

称
が
あ
り
、市
民
か
ら
分
か
り
づ

ら
い
と
の
声
が
多
い
た
め
、名
称

の
統
一
を
含
め
た
分
か
り
や
す
い

呼
び
名
の
検
討
。

【
県
へ
の
要
望
】

『
工
業
用
水
未
供
給
地
域
へ
の
進

出
企
業
等
に
対
す
る
上
水
道
料
金

の
工
業
用
水
並
み
支
援
策
の
創
設

並
び
に
千
葉
県
南
部
地
域
へ
の
企

業
立
地
の
促
進
に
つ
い
て
』（
商
工

観
光
課
）

○
工
業
用
水
未
供
給
地
域
へ
の
進

出
企
業
及
び
設
備
の
増
設
を
行
う

既
存
企
業
な
ど
に
対
し
、上
水
道

料
金
の
負
担
軽
減
策
の
創
設
の
検

討
。

○
館
山
工
業
団
地
の
分
譲
方
式
を

企
業
の
ニ
ー
ズ
に
即
応
で
き
る
よ

う
、進
出
企
業
が
決
定
し
て
か
ら

造
成
す
る
方
式（
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
）か
ら
、あ
ら
か
じ
め
粗
造
成
し

て
お
く
方
式（
セ
ミ
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
）に
変
更
。

○
若
者
の
雇
用
の
場
の
確
保
の
た

め
、企
業
立
地
を
促
進
す
る
環
境

づ
く
り
の
推
進
。

『
館
山
湾
を
拠
点
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
へ
の
支
援
に
つ
い
て
』（
み
な

と
ま
ち
づ
く
り
課
）

○「
多
目
的
観
光
桟
橋
」の
早
期
完

　
市
は
、市
単
独
で
は
で
き
な
い
、国
や
県
の
力
を
借
り
て
実
施
す
る
事
業
の
要
望
を
し
て
い

ま
す
。こ
れ
は
、市
を
よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、千
葉
県
市
長
会
を
通
じ
て
、毎

年
国
や
県
に
要
望
す
る
も
の
で
す
。

　
問
合
せ
／
企
画
課（
�

22
―
３
１
４
７
）

○
東
関
東
自
動
車
道
館
山
線
の

一
部
で
あ
る
館
山
自
動
車
道
に

お
い
て
、現
在
暫
定
２
車
線
と

な
っ
て
い
る
区
間
の
早
期
４
車

線
化
。

○
地
域
高
規
格
道
路
館
山
・
鴨
川

道
路
を
視
野
に
入
れ
た
高
速
道

路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る

よ
り
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
国
・
県
に
要
望

成
と「
館
山
港
交
流
拠
点
」の
整
備

支
援
。

○「
海
岸
環
境
整
備
事
業（
ビ
ー
チ

利
用
促
進
モ
デ
ル
事
業
）」の
早
期

完
成
。

○「（
仮
称
）船
形
バ
イ
パ
ス
」の
事

業
化
。

『
乳
幼
児
医
療
費
助
成
事
業
に
つ

い
て
』（
こ
ど
も
課
）

○
県
の
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

の
対
象
者
を
入
院
に
加
え
通
院
・

調
剤
に
つ
い
て
も
小
学
校
入
学
前

ま
で
拡
充
。

○
自
己
負
担
は
、所
得
に
か
か
わ

ら
ず
無
料
。

○
給
付
に
つ
い
て
は
、受
給
券
に

よ
る
受
診（
現
物
給
付
）と
す
る
。

　

　全国から抽出された約45万世帯の15歳以上
の人を対象に、ふだん何か収入になる仕事をし
ているかどうかや就業に関する希望などについ
て調査します。館山市は、約105世帯が抽出され
調査対象となります。
　調査結果からは、若者、高齢者や女性の多様化
する就業構造や、産業構造の変化に伴う雇用流
動化の実態など就業に関する詳しい状況が明ら
かになり、国や県などの雇用政策や経済政策の
基礎資料となります。
　今月初旬から「調査員証」を携帯している調査
員が、各世帯を訪問します。
　問合せ／総務課（�22―３１６８）

10月1日
就業構造基本調査

▲7月に全線開通した館山自動車道（君津ＩＣ周辺）

5 だん暖たてやま
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▼
ポ
リ
オ（
小
児
マ
ヒ
）ワ
ク
チ
ン

　
日
程
／
表
の
と
お
り

　
受
付
時
間
／
午
後
１
時
15
分
〜

午
後
２
時
ま
で

　
対
象
年
齢
／
生
後
３
か
月
〜
満

７
歳
５
か
月

　
受
け
方
／
６
週
間
以
上
の
間
隔

で
２
回
服
用

　
個
人
通
知
対
象
者
／
平
成
19
年

１
月
４
日
生
〜
平
成
19
年
７
月
２

日
生
ま
れ
。な
お
、対
象
年
齢
内
に

あ
り
、ま
だ
２
回
完
了
し
て
い
な

い
人
、ま
た
、転
入
な
ど
に
よ
り
通

知
の
届
か
な
い
人
は
、当
日
会
場

で
受
付
け
ま
す
。

　
注
意
／
下
痢
を
し
て
い
る
場
合

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。ワ
ク
チ
ン

▼
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン

　
日
程
／
10
月
19
日（
金
）、11
月

20
日（
火
）、12
月
19
日（
水
）、平
成

20
年
１
月
18
日（
金
）、２
月
20
日

（
水
）、３
月
19
日（
水
）

　
受
付
時
間
／
午
後
１
時
15
分
〜

午
後
２
時
ま
で

　
対
象
年
齢
／
生
後
３
か
月
〜
５

か
月
　
※
生
後
６
か
月
以
降
は
集

団
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
個
人
通
知
対
象
者
／
対
象
月
に

個
人
通
知
し
ま
す
。

は
飲
み
薬
で
す
の
で
、ワ
ク
チ
ン

経
口
投
与
前
後
30
分
は
飲
食
を
避

け
て
く
だ
さ
い
。Ｂ
Ｃ
Ｇ
、麻
し
ん

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、麻
し
ん

（
は
し
か
）、風
し
ん
の
予
防
接
種

を
受
け
た
場
合
は
、４
週
間
以
上

た
た
な
い
と
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼ポリオの日程
（受付／13:15～14:00）

▼
三
種
混
合（
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ

ア
・
破
傷
風
）ワ
ク
チ
ン

　
対
象
年
齢
／
生
後
３
か
月
〜
満

７
歳
５
か
月

　
受
け
方
／【
第
１
期
初
回
】３
〜

８
週
間
隔
で
３
回
接
種【
第
２
期

追
加
】第
１
期
初
回
の
３
回
目
終

了
後
、１
年
〜
１
年
半
の
間
に
１

回
接
種

　
個
人
通
知
対
象
者
／
対
象
月
に

▼
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

　
対
象
年
齢
／【
第
１
期
】生
後
12

か
月
〜
24
か
月
未
満
　【
第
２
期
】

平
成
12
年
４
月
２
日
〜
平
成
13

就
学
前
の
子
ど
も
を
対
象
に
予
防
接
種

問
合
せ
／
健
康
課（
�

23
―
３
１
１
３
）

青 木 医 院

赤 門 整 形 外 科 内 科

梅 園 内 科 医 院

太 田 整 形 外 科 医 院

亀田ファミリークリニック館山

貴 家 医 院

清 川 医 院

黒 川 医 院

九 重 鈴 木 医 院

小 林 病 院

鈴 木 医 院（ 神 戸 ）

鈴木内科クリニック

たてやま循環器内科外科

館 山 病 院

たてやま友愛クリニック

西 川 医 院

西 岬 診 療 所

野原皮膚科内科医院

フ ァ ミ ー ル 産 院

原 ク リ ニ ッ ク

北 条 病 院

本 多 医 院

山 田 医 院

遊 佐 医 院

和 田 眼 科 医 院

22－3805

22－0008

22－4670

23－2318

20－5511

22－3323

23－7731

22－0520

22－9131

27－3811

28－2010

22－8880

20－1102

22－1122

20－1200

22－5725

29－0030

22－0333

24－1135

24－5711

23－1966

23－6630

27－2002

22－2576

22－5331

▼個別接種委託医療機関

第１回目

10月  2日（火）

10月  3日（水）

10月10日（水）

10月11日（木）

第２回目

12月  4日（火）

12月  5日（水）

12月11日（火）

12月12日（水）

年
４
月
１
日
生
ま
れ（
小
学
校
就

学
前
の
１
年
間
）

　
受
け
方
／
第
１
期
、第
２
期
そ

れ
ぞ
れ
１
回
接
種

　
個
人
通
知
対
象
者
／【
第
１
期
】

対
象
月
に
個
人
通
知
し
ま
す
。【
第

２
期
】す
で
に
通
知
済
み
で
す
。

　
注
意
／
麻
し
ん
・
風
し
ん
に
か

か
っ
た
場
合
、麻
し
ん
風
し
ん
混

合
ワ
ク
チ
ン
は
接
種
で
き
ま
せ

ん
。麻
し
ん
ま
た
は
風
し
ん
単
抗

原
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
と
な
り
、別

に
予
診
票
を
発
行
し
ま
す
。

三種混合、麻しん風し
ん混合、麻しん、風しん

日本
脳炎 電話番号医療機関名

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

×

×

○

○

×

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

○

×

個

別

接

種

場
所
／
委
託
医
療
機
関

料
金
／
無
料

集

団

接

種

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

料
金
／
無
料

個
人
通
知
し
ま
す
。

　
注
意
／
百
日
咳
に
か
か
っ
た
場

合
、三
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。破
傷
風
・
ジ
フ
テ
リ

ア
二
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
と

な
り
ま
す
。た
だ
し
、二
種
混
合
ワ

ク
チ
ン
は
定
期
予
防
接
種
外
と
な

り
、任
意
接
種（
全
額
自
己
負
担
）

と
な
り
ま
す
。
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▼
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン

　
対
象
年
齢
／【
第
１
期
】３
歳
〜

７
歳
５
か
月
ま
で
　【
第
２
期
】９

歳
〜
12
歳
ま
で

　
受
け
方
／【
第
１
期
初
回
】１
〜

４
週
間
隔
で
２
回
接
種
　【
第
１

期
追
加
】第
１
期
初
回
終
了
後
お

お
む
ね
１
年
後
に
１
回
接
種
　

【
第
２
期
】１
回
接
種

　
国
の
勧
告
を
受
け
、現
行
の
日

本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
積
極
的

な
勧
奨
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。し

か
し
、新
し
い
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ

ン
が
い
つ
か
ら
使
用
で
き
る
か
不

明
で
あ
り
、平
成
18
年
９
月
に
は
、

●予防接種は健康な状態で受けることが原則です。
風邪などの諸症状がおさまり、病気が治ったように
見えても一定期間あけることが大切です。
●体温37.５度以上の人は受けられません。
●当日、母子健康手帳がないと受けられません。
●体温計を持参してください。
●予防接種を受けられない人、注意して受けなけれ
ばならない人は、冊子（予防接種と子どもの健康）に
詳しく掲載されています。
●ポリオ、ＢＣＧ、麻しん風しん混合、麻しん、風し
ん接種後、４週間は他の予防接種は受けられませ
ん。
●三種混合、日本脳炎の接種後、１週間は他の予防
接種は受けられません。

予防接種の注意事項

熊
本
県
で
小
児
で
の
発
生
が
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
流
行
地
域
へ
の
渡
航
な
ど
日
本

脳
炎
に
感
染
す
る
恐
れ
が
高
く
、

特
に
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、

９
月
か
ら
定
期
予
防
接
種
と
し
て

市
内
の
委
託
医
療
機
関
で
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
接
種
を
希
望
す
る
場
合
は
、健

康
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。予
診

票
と「
日
本
脳
炎
と
急
性
散
在
性

脳
脊
髄
炎（
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）、そ
の
他

副
作
用
に
つ
い
て
十
分
理
解
し
た

上
で
予
防
接
種
を
行
う
」旨
の
同

意
書
を
送
付
し
ま
す
。

予防接種以外の予防方法
　日本脳炎の感染源は日本のウイルスを媒介す
る蚊です。一般的な注意として戸外へ出かけると
きには、念のためできる限り長袖、長ズボンを身
につける、露出している皮膚への蚊除け剤の使
用、網戸の使用など、ウイルスを持った蚊に刺さ
れないよう十分な注意をすることをお勧めしま
す。
　蚊の発生を減らすためには、住居周辺に水溜り
を作らないことに心がけることが重要です。ま
た、側溝等に落ち葉や土砂がたまり、流れが滞ら
ないように定期的に清掃することも有効と考え
られています。

問合せ／健康課（�23－3113）

　平成17年5月以降、日本
脳炎の予防接種に使用する
ワクチンに、ADEM（急性
散在性脳脊髄炎）という重
い副反応が出ることがわ
かったため、国は低リスク
のワクチンに切り替えるま
で、積極的に日本脳炎の予

　ADEM（急性散在性脳脊髄炎）について
　ある種のウイルス感染後あるいはワクチン接種
後に、稀に発生する脳神経系の病気です。
　ワクチン接種後の場合は、通常接種後数日から
2週間程度で発熱、頭痛、けいれん、運動障害等
の症状があらわれます。治療すれば多くの患者さ
んは正常に回復しますが、運動障害や脳波異常な
どの神経系の後遺症が１０％程度あるといわれて
います。
　日本脳炎ワクチンを接種したことによる
ADEMの副反応は、70～200万回の接種に1回
程度、極めて稀に発生することがあるといわれて
います。万が一発生してもその多くは正常に回復
し、通常再発は見られません。

日本脳炎って
　　         どんな病気？
　日本脳炎は、日本脳炎ウイルスを持った豚を刺した蚊
に刺されると感染します。ウイルスを持つ蚊に刺された
後も症状が出ずに経過する場合がほとんどですが、100
～1000人に一人の割合で発病するといわれ、6～16日
間の潜伏期間の後に、高熱、頭痛、意識障害、けいれん
などが起き、髄膜脳炎や脊髄炎などを発症します。
　現在、日本脳炎患者は、日本国内では年間に10人以
下の患者が出ているだけですが、世界的には年間3万～
4万人の患者が出ています。
　脳炎にかかった場合の死亡率は、20～40％と高く、
幼少児や老人では死亡の危険は大きくなっています。

日本脳炎ワクチンについて

防接種を勧めることを控えています。
　現在、より安全な新しい日本脳炎ワクチンを開発中
で、有効性、安全制を確認しています。

7 だん暖たてやま
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館
な
ど
市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を

巡
る
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、「
ふ
じ

丸
」船
内
で
は
、ペ
ギ
ー
葉
山
さ
ん

の
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
多
彩
な
エ
ン

タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
や
イ
ベ
ン
ト
が

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の「
ふ
じ
丸
」館
山
寄
港
を

記
念
し
て
、主
催
者
の「
ク
ル
ー
ズ

の
ゆ
た
か
倶
楽
部
」で
は
、通
常
料

金
の
１
割
引
で
乗
船
で
き
る「
館

山
市
民
ク
ル
ー
ズ
」を
企
画
し
、市

民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

　
申
込
方
法
／
ハ
ガ
キ
か
Ｅ
メ
ー

ル
に
、参
加
者
全
員
の
氏
名
、住

所
、電
話
番
号
、年
齢
、部
屋
タ
イ

プ
の
第
一
希
望
・
第
二
希
望
を
明

記
の
上
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
締
切
／
９
月
30
日（
日
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。抽
選
結
果
は
、応
募
者

全
員
に
書
面
で
通
知
さ
れ
ま
す
。

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
〒
101
―
０

０
４
４
　
東
京
都
千
代
田
区
鍛
冶

町
２
―
３
―
７
　
ゆ
た
か
倶
楽
部

ビ
ル「
ク
ル
ー
ズ
の
ゆ
た
か
倶
楽

部
」（
�

03
―
５
２
９
４
―
６
２
６

１
、Ｅ
メ
ー
ル
　cru

ise@
yu

takaclu
b
.co
.jp

）

　「
ふ
じ
丸
」（
日
本
チ
ャ
ー
タ
ー

ク
ル
ー
ズ（
株
）所
有
運
航
、２
万

３
千
235
総
ト
ン
、乗
客
定
員
600
人
）

が
、新
春
１
月
６
日（
日
）に
、こ
の

６
月
に
続
き
２
回
目
の
寄
港
を
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
ク
ル
ー
ズ
は
、「
新
春
伊

勢
志
摩
・
館
山
ク
ル
ー
ズ
」と
題
し

て
、前
回
に
引
き
続
き
旅
行
会
社

「
ク
ル
ー
ズ
の
ゆ
た
か
倶
楽
部
」が

主
催
す
る
も
の
で
す
。

　
ク
ル
ー
ズ
の
日
程
は
表
の
と
お

り
で
す
。「
ふ
じ
丸
」は
６
日（
日
）

の
朝
８
時
に
館
山
に
入
港
し
ま

す
。館
山
で
は
、南
房
パ
ラ
ダ
イ
ス

や
釈
迦
涅
槃
仏
、県
立
安
房
博
物

▼館山市民クルーズの概要(1人あたりの料金・消費税込み)

◎4日の館山駅前（16:00発）から横浜港までのバス代金を含みます。
◎6日の下船は、館山・横浜どちらでも可能です。

部屋タイプ

ステートルームA

ステートルームB

部屋数

10室

10室

人数

4人
3人
2人
4人
3人
2人

通常料金

80,000円
92,000円
110,000円
70,000円
82,000円
100,000円

市民クルーズ料金

72,000円
82,800円
99,000円
63,000円
73,800円
90,000円

新
春
１
月
６
日「
ふ
じ
丸
」が
２
回
目
の
寄
港

割
安
な
館
山
市
民
ク
ル
ー
ズ
の
参
加
者
募
集

18:00
19:00
  9:00

17:00
  8:00

13:30
17:00

1/4
(金)

1/5
(土)

1/6
(日)

乗船受付(横浜港大さん橋）
横浜出港（船内泊）
鳥羽入港
オプショナルツアー
ペギー葉山ショー
鳥羽出港（船内泊）
館山入港
オプショナルツアー
館山出港
横浜入港、解散

▼クルーズ日程

館
山
市
民
ク
ル
ー
ズ

アクアラインや富津館山道路などで通行料金割引ＥＴＣ車対象

【アクアラインの「時間帯割引」】

【房総地域の「時間帯割引」】

　割引となる時間／通勤時間帯（6:00～9:00、17:00～20:00）
　期間／8月20日（月）から9月24日（月・祝）までと、その後10月29日（月）から。終了日時は未定。
　通行料金／通常料金の5割引　※普通車（ＥＴＣ車）の場合、期間中1,500円

　現在、館山自動車道で適用されている時間帯割引を富津館山道路でも利用できる社会実験を実施します。
　期間／8月20日（月）から実施中、終了日時は未定
　割引内容／◎通勤割引（6:00～9:00、17:00～20:00）５割引
　　　　　　→富津館山道路、圏央道（木更津ＪＣＴ～木更津東ＩＣ）、東京湾アクアライン連絡道が対象
　　　　　　・1回の走行距離は100ｋｍ以下で、午前・午後それぞれ最初の1回に限り適用
　　　　　　◎深夜割引（24:00～4:00）３割引
　　　　　　→富津館山道路、圏央道（木更津ＪＣＴ～木更津東ＩＣ）が対象

　問合せ／NEXCO東日本お客様センター（24時間受付ナビダイヤル�0570－024－024、PHS･IP電話は�
03－5338－7524）
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市
で
は
、千
葉
県
が
進
め
る
館

山
港
多
目
的
観
光
桟
橋
の
整
備
と

並
行
し
て
、海
辺
の
交
流
拠
点『
渚

の
駅
』の
整
備
を
進
め
る
う
え
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
経
済
団
体
、観
光
事
業

者
、学
識
経
験
者
、行
政
な
ど
で
組

織
す
る「
渚
の
駅
づ
く
り
検
討
委

員
会
」と
、公
募
委
員
で
組
織
す
る

「
市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
」を
設
置

し
、桟
橋
や
交
流
拠
点
の
デ
ザ
イ

ン
や
機
能
配
置
、利
活
用
の
方
策

な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま

す
。

　
７
月
20
日
に
第
２
回
ワ
ー
キ
ン

グ
会
議
を
、ま
た
、７
月
30
日
に
第

２
回
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、「
多

目
的
観
光
桟
橋
に
必
要
な
機
能
」

に
つ
い
て
集
中
審
議
を
行
い
ま
し

た
。こ
の
会
議
・
委
員
会
の
場
で
出

た「
海
域
の
環
境
を
保
全
す
る
た

め
に
、桟
橋
の
照
明
が
海
面
に
漏

れ
な
い
よ
う
に
」と
い
っ
た『
環
境

「
多
目
的
観
光
桟
橋
に
必
要
な
機
能
」に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
葉
県
に
意
見
書
を
提
出

渚
の
駅
づ
く
り「
市
民
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
」・「
検
討
委
員
会
」

へ
の
配
慮
の
面
』や
、「
特
に
、子
ど

も
の
海
面
へ
の
転
落
防
止
に
配
慮

し
た
手
す
り
な
ど
を
設
置
す
る
こ

と
」な
ど
利
用
者
の『
安
全
性
の
確

保
の
面
』、ま
た
、『
桟
橋
構
造
の

面
』、『
市
民
や
来
訪
者
の
利
活
用

の
面
』な
ど
の
意
見
を
、県
に
意
見

書
と
し
て
提
出
し
ま
し
た
。

　
問
合
せ
／
み
な
と
ま
ち
づ
く
り

課（
�

22
―
３
６
０
６
）

超
高
速
ジ
ェ
ッ
ト
船
　

　
　
　
来
春
の
季
節
運
航
決
ま
る

　
超
高
速
ジ
ェ
ッ
ト
船「
セ
ブ
ン

ア
イ
ラ
ン
ド
」を
運
航
し
て
い
る

東
海
汽
船（
株
）は
、今
春
に
続
き
、

来
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、

館
山
市
を
拠
点
に
し
た
２
航
路

の
季
節
運
航
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
春
の
季
節
運
航
の
利
用
者

数
が
述
べ
１
万
１
千
677
人
と
好

評
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、来
年
２

月
２
日
か
ら
３
月
９
日
の
毎
日

（
37
日
間
）、東
京
〜
館
山
〜
大
島

〜
下
田
間
、３
月
10
日
か
ら
３
月

30
日
の
毎
日（
21
日
間
）、東
京
〜

館
山
〜
大
島
間
を
運
航
し
ま
す
。

　
前
半
の
館
山
〜
大
島
〜
下
田
航

路
は
、平
成
18
年
早
春
の
就
航
を

皮
切
り
に
今
回
で
３
回
目
。市
は
、

同
社
と
下
田
市
、大
島
町
の
４
者

で「
南
伊
豆
・
南
房
総
・
伊
豆
大
島

地
域
広
域
観
光
推
進
連
絡
協
議

会
」を
組
織
し
て
お
り
、『
海
の
フ

ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
』と
銘
打
っ
た
こ

の
航
路
を
活
用
し
た
広
域
観
光

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、３
地

域
を
結
ぶ
広
域
観
光
ル
ー
ト
の
定

着
を
目
指
し
、首
都
圏
で
の
共
同

Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
な
ど
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　
一
方
、後
半
の
東
京
〜
館
山
〜

大
島
航
路
は
、平
成
17
年
早
春
に

開
始
さ
れ
今
回
が
４
回
目
の
季
節

運
航
と
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、前
回
の
季
節
運
航
で

館
山
周
辺
へ
の
宿
泊
客
の
増
加
が

見
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、首
都
圏
な

ど
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
よ
り
、一
層

力
を
入
れ
、館
山
へ
の
更
な
る
来

訪
者
の
増
加
に
よ
る
経
済
波
及
効

果
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
問
合
せ
／
み
な
と
ま
ち
づ
く
り

課（
�

22
―
３
６
０
６
）

▲渚の駅づくり検討委員会

▲来春の季節運航が決まった超高速ジェット船

◎運航期間：平成20年2月2日（土）～3月9日（日）の毎日運航

◎運航期間：平成20年3月10日（月）～3月30日（日）の毎日運航

東京 館山
9:20着
9:30発

大島
10:20着
10:30発

下田
11:15着
11:35発

大島
12:20着
13:25発

館山
14:15着
14:20発

大島

8:05発 15:10着

⇒⇒ ⇒ ⇒ ⇒ ⇒

東京⇔館山1時間15分、館山⇔下田1時間45分、館山⇔大島50分、下田⇔大島45分

東京 館山
9:20着
9:30発

大島
10:20着
15:20発

館山
16:10着
16:20発

東京

8:05発 17:35着

⇒⇒ ⇒ ⇒ 東京⇔館山1時間15分、
館山⇔大島50分、
東京⇔大島2時間15分

◎料金（大人・片道）

東京⇔館山
館山⇔下田
館山⇔大島
下田⇔大島

3,600円
5,300円
3,600円
2,600円

※別途、燃料油価
格変動調整金がか
かります。

問合せ／東海汽船（株）

　◎運航については営業課（�03－3436－1144）

　◎予約については予約センター

　　　　　　　　　（�03－5472－9999）

▼運航時間と料金

9 だん暖たてやま



　
こ
の
検
診
は
、骨
粗
し
ょ
う
症

検
査
と
あ
わ
せ
血
液
検
査
・
尿
検

査
・
血
圧
測
定
を
行
い
ま
す
。

　
骨
量
は
、10
代
後
半
か
ら
20
代

前
半
に
か
け
て
最
大
に
な
り
ま

す
。最
大
骨
量
を
決
定
す
る
若
い

う
ち
に
、自
分
の
骨
量
を
知
っ
て

お
く
と
、今
後
の
健
康
管
理
に
役

立
ち
ま
す
。

　
日
時
／
10
月
29
日（
月
）、30
日

（
火
）　
時
間
は
健
康
課
で
指
定
し

ま
す
。

　
骨
の
量
が
減
っ
て
骨
が
も
ろ
く

な
る「
骨
粗
し
ょ
う
症
」は
女
性
に

多
く
、骨
折
や
寝
た
き
り
に
な
る

原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
対
象
は
、
40
歳
か
ら
70
歳
ま
で

の
女
性
で
、５
歳
ご
と
の
年
齢
の

人
で
す
。対
象
者
に
は
す
で
に
、

「
年
間
検
診
申
込
書
」を
郵
送
し
て

い
ま
す
。

　
日
時
／
10
月
29
日（
月
）、
30
日

（
火
）時
間
は
健
康
課
で
指
定
し
ま

す
。

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　
対
象
／
昭
和
12
、
17
、
22
、
27
、

32
、
37
、42
年
生
ま
れ
の
女
性
で
、

妊
娠
中
の
人
は
除
き
ま
す
。

　
内
容
／
非
利
き
腕
の
レ
ン
ト
ゲ

ン
写
真
撮
影

　
料
金
／
300
円

女
性
を
対
象
に
２
つ
の
検
診

　
場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　
対
象
／
昭
和
47
、
52
、
57
年
生

ま
れ
の
女
性
で
、妊
娠
中
の
人
は

除
き
ま
す
。

　
内
容
／
非
利
き
腕
の
レ
ン
ト

ゲ
ン
、血
液
検
査
、尿
検
査
、血
圧

測
定（
30
分
程
度
）

　
料
金
／
１
千
200
円

※
２
つ
の
検
診
と
も
、生
活
保
護

世
帯
の
人
は
無
料
で
す
が
、証
明

書
が
必
要
で
す
。

　
申
込
方
法
／
す
で
に「
年
間
検

診
申
込
書
」で
申
し
込
ん
だ
人

は
、受
付
済
み
で
す
。申
し
込
ん

で
い
な
い
人
は
、９
月
21
日（
金
）

ま
で
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ
・
申
込
み
／
健
康
課（
�

23
―
３
１
１
３
）

40
歳
以
上
対
象
　
　

大
腸
が
ん
検
診

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

女
性
の
た
め
の
健
康
づ
く
り
検
診

▼大腸がん検診の日程

　
40
歳
以
上（
10
月
１
日
現
在
）の

人
を
対
象
に
、大
腸
が
ん
検
診
を

行
い
ま
す
。

　
便
潜
血
反
応
検
査
で
便
に
血
が

混
じ
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
調

べ
、大
腸
が
ん
の
早
期
発
見
、早
期

治
療
を
目
指
し
ま
す
。

　
す
で
に
申
込
ん
だ
人
に
は
、問

診
票
と
採
便
容
器
を
９
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
。問
診
票
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、容
器
に
採
便
し
て

会
場
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
込
ん
で
い
な
い
人
は
、電
話

か
年
間
検
診
申
込
書
で
９
月
12
日

（
水
）ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

　
日
程
／
表
の
と
お
り（
対
象
地

区
で
都
合
の
つ
か
な
い
場
合
は
、

別
会
場
で
受
け
付
け
ま
す
。）

　
料
金
／
300
円
。た
だ
し
、生
活
保

護
世
帯
の
人
は
無
料
で
す
。（
証
明

書
が
必
要
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
健
康
課（
�

23
―
３
１
１
３
）

対　　象　　地　　区

西岬地区全域

神戸地区全域

富崎地区全域

九重地区全域

館野地区全域

東藤、宿、寺赤、浜、桜ヶ丘、大芝、辻

芝崎、川崎、正木上･下･向、西郷、正木岡、亀ヶ原、小原

船形地区全域

豊房地区全域

西の浜、岡沼、西原、柏崎、宮城

青柳、笠名

新井、下町、仲町、上町、楠見、大賀

上須賀、真倉

三軒町、鶴ヶ谷、新鶴ヶ谷、渚、新宿、高井、上野原

神明町、六軒町、海岸

八幡、湊

南町、長須賀

地区会場に行けなかった人

10月15日（月）

10月16日（火）

10月17日（水）

10月18日（木）

10月22日（月）

10月23日（火）

10月24日（水）

10月25日（木）

9:30～10:10

9:30～10:10

10:40～11:00

9:00～  9:20

9:50～10:20

9:00～  9:30

9:30～10:00

9:00～  9:45

9:00～  9:40

9:30～10:00

10:00～10:30

9:30～10:00

10:00～10:30

9:00～  9:30

9:30～10:00

9:00～  9:30

9:30～10:00

9:00～10:00

場　　所

西岬東地区公民館

神戸地区公民館

富崎地区公民館

九重地区公民館

館野地区公民館

若潮ホール

若潮ホール

若潮ホール

豊房地区公民館

館山地区公民館

館山地区公民館

館山地区公民館

館山地区公民館

コミュニティセンター

コミュニティセンター

コミュニティセンター

コミュニティセンター

コミュニティセンター

日　　　時
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千
葉
県
に
は
、飼
育
で
き
な
い

な
ど
の
理
由
で
施
設
に
引
き
取
ら

れ
る
不
幸
な
犬
・
猫
が
年
間
約
１

万
頭
も
お
り
、そ
の
う
ち
約
８
割

が
子
犬
・
子
猫
で
す
。こ
の
よ
う
な

不
幸
な
犬
・
猫
を
な
く
す
た
め
に
、

犬
・
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
を
助
成

ヘザー・スライズさん

不
幸
な
動
物
を
な
く
す
た
め
に（

社
）千
葉
県
獣
医
師
会
と（
財
）千

葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会
で
は
、

動
物
愛
護
週
間
行
事
の
一
環
と
し

て
不
妊
去
勢
手
術
費
用
を
一
部
助

成
し
ま
す
。

　
応
募
方
法
／
市
環
境
課
ま
た
は

安
房
保
健
所
に
設
置
し
て
あ
る
専

用
往
復
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

当
選
者
に
は
、10
月
中
旬
に
助
成

利
用
券（
シ
ー
ル
）を
貼
っ
た
返
信

用
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
。抽
選

に
も
れ
た
人
に
も
返
信
用
ハ
ガ
キ

で
通
知
し
ま
す
。

　
注
意
事
項
／
①
１
世
帯
あ
た
り

１
頭（
１
通
）で
す
。②
該
当
の
病

院
は（
社
）千
葉
県
獣
医
師
会
員
の

動
物
病
院
で
す
。

　
応
募
期
間
／
９
月
20
日（
木
）〜

26
日（
水
）ま
で（
期
間
外
の
消
印

は
無
効
）

　
手
術
実
施
期
間
／
利
用
券
の
交

付
を
受
け
た
後
、12
月
26
日（
水
）

ま
で
に
手
術
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　
問
合
せ
／（
社
）千
葉
県
獣
医
師

会（
�

043
―
232
―
６
９
８
０
）、

（
財
）千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会

（
�

043
―
214
―
７
８
１
４
）

管轄区域図

世界の海を制した海洋冒険家

白石康次郎さんトークショー
～海への挑戦！夢を実現するために！～

　参加費／無料
　問合せ・申込み／南総里海発見伝キッズ・プロジェク
ト実行委員会事務局　ＮＰＯ法人教育支援協会千葉支
部（�0439－80－6175）

　10月６、７日に館山を会場に行われる「白石康次郎さ
んと学ぶセーリング・キャンプ  in  TATEYAMA
2007」のキッズサポートボランティアを募集します。
　ボランティアを希望する人は、説明会に参加し、内容
を理解したうえでボランティアに登録します。今回募集
するボランティアは10～15人程度です。
　説明会日時／9月22日（土）
　　　　　　　13:30～15:00（13:15受付開始）
　場所／菜の花ホール
　定員／25人（先着順）
　問合せ・申込み／南総里海発見伝キッズ・プロジェク
ト実行委員会事務局　ＮＰＯ法人教育支援協会千葉支
部（�0439－80－6175）

　
在
宅
で
療
養
し
て
い
る
人
の
寝

た
き
り
予
防
の
た
め
、理
学
・
作
業

療
法
士
と
保
健
師
が
家
庭
を
訪
問

し
、家
庭
で
実
践
で
き
る
機
能
訓

練
方
法
を
実
演
し
ま
す
。

　
申
し
込
ん
だ
人
に
は
、保
健
師

が
事
前
に
訪
問
し
様
子
を
う
か
が

い
、主
治
医
と
相
談
し
た
う
え
で

日
程
を
決
定
し
ま
す
。

　
対
象
／
市
内
在
住
の
40
歳
以

上
の
人
で
、心
身
の
機
能
が
低
下

し
、日
常
生
活
を
送
る
う
え
で
何

ら
か
の
支
障
が
あ
る
人（
既
に
、介

在
宅
機
能
訓
練（
リ
ハ
ビ
リ
）

護
保
険
の
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け

て
い
る
人
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
）

　
費
用
／
無
料

　
実
施
期
間
／
10
月
か
ら
12
月
ま

で
の
３
か
月
間

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
健
康
課（
�

23
―
３
１
１
３
）

写真：矢部洋一

▲海洋冒険家　白石康次郎さん

南総里海発見伝キッズ・プロジェクト

キッズ・サポートボランティア募集

　世界一過酷なヨットレース「５　ＯＣＥＡＮＳ」に参
戦し、見事第２位の成績を収めた海洋冒険家の白石康次
郎さん。白石さんが、自らの体験を通して夢を追うこと、
挑戦するために努力することの大切さについて語る
トークショーが開催さ
れます。
　日時／10月6日（土）
18:30～20:00（18:00
受付開始）
　場所／県立大房岬少
年自然の家　プラネタ
リウム
　対象／市在住の小学
４年生から中学３年生
とその保護者
　定員／100人（申込先
着順）
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今
ま
で
は
、年
金
記
録
が
訂
正

さ
れ
た
結
果
、年
金
額
が
増
額
さ

れ
た
場
合
で
も
、時
効
消
滅
に
よ

り
直
近
５
年
間
分
の
年
金
に

限
っ
て
支
払
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
後
は
、「
年
金
時
効
特
例
法
」の

成
立
に
よ
り
、時
効
消
滅
の
た
め

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
分
に
つ
い
て
も
、全
期
間
さ
か

の
ぼ
っ
て
支
払
わ
れ
ま
す
。

【
対
象
者
】

既
に
年
金
記
録
を
訂
正
済
み
の

人　
①
訂
正
に
よ
り
年
金
が
増
え

た
が
、従
来
、過
去
の
増
額
分
は

時
効
消
滅
に
よ
り
直
近
５
年
間
分

の
年
金
に
限
っ
て
受
給
し
て
い
た

人　
②
訂
正
に
よ
り
年
金
の
受
給
資

格
が
確
認
さ
れ
、新
た
に
年
金
を

受
給
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

従
来
、過
去
の
分
は
時
効
消
滅
に

よ
り
直
近
５
年
間
分
の
年
金
に

限
っ
て
受
給
し
て
い
た
人

　
③
①
や
②
に
該
当
す
る
人
が
死

亡
し
て
い
る
場
合
に
は
、そ
の
遺

族今
後
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
る
人

　
今
後
、訂
正
さ
れ
た
結
果
、①
か

ら
③
と
同
様
に
年
金
額
が
増
え
る

人【必
要
な
手
続
き
】

既
に
年
金
記
録
を
訂
正
済
み
の
人

　
９
月
か
ら
、手
続
き
に
必
要
な

記
載
事
項
を
明
記
し
た
書
類
を
送

付
し
ま
す
。書
類
が
届
く
前
に
手

続
き
を
行
い
た
い
場
合
は
、木
更

津
社
会
保
険
事
務
所
に
必
要
書
類

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

今
後
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
る
人

　
記
録
訂
正
の
手
続
き
以
外
に
、

特
別
な
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

　
問
合
せ
／
年
金
ダ
イ
ヤ
ル（
�

０
５
７
０
―
05
―
１
１
６
５
）

年金記録が確認できます

　市は、木更津社会保険事務所発行の「年金記
録照会」の取り次ぎを行っています。年金記録
は、申請後２～３週間で自宅へ郵送されます。
　取り次ぎを希望する場合は、市保険給付課年
金窓口に、年金手帳などの基礎年金番号がわか
るものを持参し手続きを行ってください。来庁
が困難な人は、電話やインターネットでも確認
できます。
　◎ねんきんダイヤル
　　　　（�0570－05－1165）
　◎社会保険庁ホームページ
　　　　（http://www.sia.go.jp/）
　問合せ／保険給付課（�22－3418）

年
金
時
効
特
例
法
が
成
立

時
効
に
よ
り
消
滅
し
た
年
金
が
支
払
わ
れ
ま
す

国民年金保険料の集合徴収

　（株）トライアイと木更津社会保険事務所の職
員が、国民年金保険料の出張納付相談を行いま
す。
　日時／9月21日（金）9:30～16:00
　場所／館山市役所３階会議室
　問合せ／木更津社会保険事務所
　　　　　（�0438－23－7615）

12平成19年９月１日号
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日
時
／
９
月
29
日（
土
）、30
日

（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
場
所
／
海
上
自
衛
隊
館
山
航
空

基
地

　
内
容
／
表
の
と
お
り

　
申
込
方
法
／
29
日
の
①
〜
③
は

申
込
み
が
必
要
で
す
。往
復
ハ
ガ

キ
に
、参
加
を
希
望
す
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
番
号
、希
望
者
全
員

の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
を
明

記
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

公
共
下
水
道
の
市
指
定
工
事
店
に
３
業
者
追
加

　
公
共
下
水
道
排
水
設
備
指
定
工

事
店
に
次
の
３
業
者
が
新
た
に
指

定
さ
れ
、登
録
業
者
数
が
102
業
者

に
な
り
ま
し
た
。

　
宅
地
内
の
公
共
下
水
道
排
水
設

備
工
事
は
、市
が
指
定
し
た
業
者

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

【
指
定
業
者
】

●（
有
）大
佐
和
設
備（
富
津
市
上

１
０
９
１
番
地
、
�

０
４
３
９
―

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
　
　
in 

Ｔ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ

①
は
中
高
生
が
対
象（
小
学
生
が

参
加
す
る
場
合
は
保
護
者
同
伴
）

で
ハ
ガ
キ
１
枚
で
２
人
ま
で
応
募

可
。②
、③
は
年
齢
制
限
は
無
く
、

１
枚
で
４
人
ま
で
応
募
可
。30
日

は
当
日
抽
選
。

　
締
切
／
９
月
19
日（
水
）必
着

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
〒
294
―
８

５
０
１
　
宮
城
無
番
地
　
海
上
自

衛
隊
館
山
航
空
基
地
広
報
室（
�

22
―
３
１
９
１
　
内
線
208
）

9月29日（土）

・記念式典及び編隊飛行
・滑走路ウォークラリー
・基地内ウォークラリー
①体験フライト
（要申込み、13:30～14:30）
②館山湾クルーズ
（要申込み、13:30～15:20）
③フライトシュミレーター体験
（要申込み、13:30～16:00）など

9月30日（日）

・ブルーインパルスJr.（予定）
・各種ヘリコプター展示
・紙飛行機作り
・各種売店
・ビンゴゲーム
①体験フライト
②館山湾クルーズ
③フライトシュミレーター体験
　　　　　　　　　　など

　
市
内
に
は
、現
在
、７
つ
の「
こ

ど
も
見
守
り
隊
」が
結
成
さ
れ
、

日
夜
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　「
こ
ど
も
見
守
り
隊
」は
、主
と

し
て
子
ど
も
の
安
全
対
策
に
重

点
を
お
き
、子
ど
も
を
送
迎
し
た

り
朝
夕
通
学
路
や
交
差
点
に

立
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ

て
い
ま
す
が
、こ
の
活
動
が
、街

頭
犯
罪
の
抑
止
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

　
活
動
は
、①
気
楽
に
、②
気
長

に
、③
危
険
な
く
、④
近
所
で
顔

見
知
り
に
な
り
で
き
る
こ
と
か

ら
無
理
な
く
始
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。活
動
方
法
は
、①
徒
歩
・
自

転
車
・
自
動
車
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
、②
買
い
物
・
散
歩
を
兼
ね
た
パ

ト
ロ
ー
ル
、③
通
学
路
や
交
差
点

で
の
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
、

地
域
や
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
ご
と
に
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　「
こ
ど
も
見
守
り
隊
」結
成
に
関

す
る
こ
と
や
そ
の
他
活
動
に
関
す

る
詳
細
な
ど
は
、お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

　
問
合
せ
／
館
山
警
察
署（
�

23

―
０
１
１
０
）

こ
ど
も
見
守
り
隊

街
頭
犯
罪
防
止
に
大
き
く
貢
献

65
―
１
３
３
９
）

●（
株
）田
辺
設
備（
袖
ヶ
浦
市
上

宮
田
588
番
地
、
�

０
４
３
８
―
75

―
５
０
０
１
）

●
睦
建
設（
株
）（
館
山
市
正
木
828

番
地
の
４
、
�

20
―
５
１
５
５
）

　
問
合
せ
／
下
水
道
課（
�

22
―

３
６
６
１
）

輸血用血液が不足　献血に協力して！
【館山市役所玄関前】
　9月20日（木）10:00～11:45、13:00～15:30
【南房総県民センター安房事務所】
　9月26日（水）10:00～11:00
※400mlまたは200mlの全血献血を選ぶことができます。
　問合せ／健康課（�23－3113）

染色講座（全2回）
ティッシュカバー・大判ハンカチの絞り染め

　日時／9月19日（水）・21日（金）13:30～15:30
　講師／佐生慶子氏（日本染色教育研究会2級）
　場所／館野地区公民館　定員／20人　参加費／1,000円
　持ち物／エプロン・ゴム手袋・握りバサミ・じょうぎ（20cm程
　　　　　度）
　締切／9月12日（水）
　問合せ・申込み／館野地区公民館（�23－6480）
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仁
　
犬
江
親
兵
衛
、義
　
犬
川
荘

助
、礼
　
犬
村
大
角
、智
　
犬
坂
毛

野
、忠
　
犬
山
道
節
、信
　
犬
飼
現

八
、孝
　
犬
塚
信
乃
、悌
　
犬
田
小

文
吾

　
応
募
資
格
／
①
実
行
委
員
会
が

用
意
す
る
衣
裳
を
着
て
、市
内
約

２
㎞
の
パ
レ
ー
ド
を
行
え
る
健
康

な
人
、②
当
日
の
行
事
に
必
ず
参

加
で
き
る
人
、③
年
齢
は
高
校
生

以
上
で
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

　
応
募
方
法
／
希
望
す
る
犬
士

名
、住
所
、氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）、電

話
番
号
、職
業
ま
た
は
学
校
名
、

年
齢
、身
長
、性
別
を
明
記
し
て
、

郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

　
10
月
21
日（
日
）に
開
催
さ
れ

る『
南
総
里
見
ま
つ
り
』で
、「
里

見
水
軍
武
者
行
列
」な
ど
に
参
加

す
る
八
犬
士
を
募
集
し
ま
す
。

　
開
催
日
時
／
10
月
21
日（
日
）

正
午
〜
午
後
５
時
頃（
小
雨
決

行
）

　
会
場
／
城
山
公
園
を
中
心
に

実
施

　
行
事
内
容
／
里
見
水
軍
武
者

行
列
・
山
車
・
神
輿
の
パ
レ
ー
ド

（
Ｊ
Ｒ
館
山
駅
〜
城
山
公
園
の
約

２
キ
ロ
）、里
見
水
軍
戦
国
合
戦

絵
巻
ほ
か

　
募
集
人
員
／
八
犬
士
各
１
人

（
計
８
人
）

南
総
里
見
ま
つ
り
の
犬
飼
現
八
役
（shoukan@

city.tateyam
a.chiba.jp

）

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。た
だ

し
、１
人
１
役
に
限
り
ま
す
。

　
締
切
／
９
月
21
日（
金
）当
日
消

印
有
効

　
そ
の
他
／
応
募
者
多
数
の
場
合

は
、主
催
者
が
選
考
し
ま
す
。参
加

者
に
は
、主
催
者
が
直
接
電
話
で

連
絡
し
ま
す
。宿
泊
施
設
は
主
催

者
で
用
意
し
ま
す（
た
だ
し
館
山

市
、南
房
総
市
、鴨
川
市
、鋸
南
町

の
参
加
者
及
び
同
伴
者
は
除
く
）

が
、交
通
費
は
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。

　
問
合
せ
・
応
募
先
／
〒
294
―
８

６
０
１ 

　
北
条
１
１
４
５
―
１

　
商
工
観
光
課
内「
八
犬
士
係
」

（
�

22
―
３
３
４
６
）

▲武者行列に参加した八犬士（昨年撮影）

　
建
物
の
補
修
な
ど
営
繕
業
務
を
行

う
非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
職
種
／
営
繕
大
工

　
採
用
人
員
／
１
人

　
勤
務
内
容
／
小
中
学
校
・
幼
稚

園
な
ど
の
建
物
の
営
繕

　
資
格
／
営
繕
技
術
の
あ
る
人

（
大
工
の
実
務
経
験
者
）

　
年
齢
／
55
歳
〜
65
歳（
10
月
１

日
現
在
） 非

常
勤
職
員（
営
繕
大
工
）を
募
集

　
雇
用
期
間
／
平
成
19
年
10
月
１

日
〜
平
成
20
年
３
月
31
日（
再
雇

用
の
場
合
も
あ
り
ま
す
）

　
勤
務
日
／
週
５
日

　
勤
務
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
30
分（
休
憩
時
間
60
分
）

　
賃
金
／
時
間
給
１
千
370
円

　
申
込
方
法
／
９
月
18
日（
火
）午

後
５
時
ま
で
に
、履
歴
書（
写
真
添

付
）を
持
参
の
う
え
教
育
総
務
課

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
選
考
方
法
／【
一
次
選
考
】書
類

選
考
　【
二
次
選
考
】面
接（
９
月

27
日
午
前
実
施
予
定
）

　
問
合
せ
・
申
込
み
／
教
育
総
務

課（
�

22
―
３
６
８
５
）

　第31回館山市民音楽祭の参加者を募集します。
　日時／11月10日（土）午後１時30分開演
　場所／南総文化ホール小ホール
　申込方法／参加を希望する人は、館山市音楽鑑賞協会
事務局へ電話で問い合わせてください。事務局から申込
用紙を送付します。
　締切／９月20日（木）
　問合せ・申込み／館山ユネスコ保育園内館山音楽鑑賞
協会事務局（�22－1398）

市民音楽祭の参加者募集

14平成19年９月１日号

集募



  幼児向け(10:30から)
　　　　　　9/7
   児童向け(14:00から)
                  9/1、8、15、22
　　　　　

『漱石さんの俳句　私の好きな五十選』大高翔著  実業之日本社
『キリトリセン』大高翔著  求龍堂 おはなし会

図書館だより28館山市図書館（�22－0701）

　
ほ
ら
、そ
こ
に
も
悪
質
商
法
⑲

　
　
霊
感
商
法
・・・
不
安
を
あ
お
る
言
葉
に
要
注
意

問
合
せ
／
商
工
観
光
課（
�

22
―

３
３
６
２
）

【もしも被害にあったら・・・相談はこちらまで】
千葉県消費者センター　�047-434-0999
相談時間9:30～16:00（土・日除く、12:00～13:00除く)
千葉県警察本部相談サポートコーナー　
�043-227-9110
相談時間　8：30～17：30（土・日除く）
館山市役所市民相談室消費生活相談窓口　�22-3199
相談日　毎月第1・３木曜日　9：00～16：00

９月の休館日９月の休館日９月の休館日９月の休館日９月の休館日　
　9/3、10、17、18、23、24、25、
28

「
対
応
の
ポ
イ
ン
ト
」

▽図書館司書から今月のおすすめ本

　
霊
感
が
あ
る
か
の
よ
う
に
ふ
る
ま
っ
て
、先
祖
の
因
縁
や
霊
の
祟
り
な

ど
の
話
を
用
い
て
、法
外
な
値
段
で
商
品
を
売
っ
た
り
、高
額
な
金
銭
な

ど
を
取
る
商
法
の
こ
と
で
、霊
視
商
法
・
開
運
商
法
と
も
よ
ば
れ
ま
す
。

　
人
の
不
安
や
信
仰
心
に
付
け
込
み
、先
祖
供
養
・
除
霊
サ
ー
ビ
ス
を
押

し
売
り
し
た
り
、単
な
る
壺
や
印
鑑
な
ど
に
あ
た
か
も
超
自
然
的
な
霊
力

が
あ
る
よ
う
に
言
葉
た
く
み
に
思
わ
せ
て
お
い
て
、不
当
に
高
い
値
段
で

売
り
込
ん
で
き
た
り
し
ま
す
。販
売
価
格
は
高
額
な
も
の
が
多
く
、ひ
ど

い
場
合
に
は
数
千
万
円
単
位
に
お
よ
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
　
次
の
よ
う
な
言
葉
は
要
注
意
。

　文豪夏目漱石は数々の著作を残しており、誰もがいくつか
の作品をあげることができるでしょう。一方、正岡子規との
交流の中で俳句を学び、多くの句も詠んでます。その中から
５０の句に、俳句の大高翔さんが解釈と自らの句を添えたの
が『漱石さんの俳句』。漱石が俳句に没頭したのは、今の大高

　この夏、図書館で行われた夏休み講座では、
「俳句であそぼう！」と題して小学生が俳句を
鑑賞し、自分たちでも一句ひねりました。この
ときの作品は、今秋開催の図書館まつりで披露
する予定です。
　俳句は声に出して読んでみることで、そのリ
ズムや情感をより味わうことができます。夏が
過ぎ、秋の訪れを感じる頃、季節とともに歌わ
れた俳句を楽しんでみませんか。

さんと同じくらいの２０代後半から３０代にかけての頃のことだそうです。時代を超えて同
世代の感性が響きあい、生活の何気ないひとこまや恋心を感じさせるものなど、俳句を通して
見えてくる漱石の生涯や素顔が、大高さんのやわらかな文章で映し出されています。

　大高翔さんは、今年の４月に「キリトリセン」という句集を上梓しています。目に見える風景や日常、心の動き

▲『漱石さんの俳句』

▲『キリトリセン』

を切り取った俳句が、写真やエッセイとともに収められているこの
本、俳句は難しいと思っている方でも、詩集や写真集を開くように
楽しむことができるでしょう。

新着図書より
（◆児童室 ★ティーンズコーナー）
『コウモリの不思議』船越公威他/技術評論社
『携帯電話はなぜつながるのか』
　　　　  中島信生・有田武美/日経BP社
『日本の美しい歌　ダークダックスの半世紀』
　　　　　　　　　　　　喜早哲/新潮社
『夢からはじまる』羽中田昌/集英社
『愛情』花村萬月/文藝春秋
『校庭のざっ草』有沢重雄/福音館書店 ◆
『どうぶつ句会ｵﾉﾏﾄﾍﾟ』あべ弘士/学研 ◆
『すーびょーるーみゅー』谷川俊太郎/クレヨ
ンハウス ◆
『フリーという生き方』岸川真/岩波書店 ★
『ジャック・デロシュの日記』ジャン・モラ/岩
崎書店 ★

・「
こ
れ
を
使
う
と
幸
運
に
な
り
ま

す
」や「
こ
れ
を
飾
っ
て
お
く
と
、良

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
」

・「
こ
れ
を
作
り
替
え
な
い
と
悪
い

こ
と
が
お
こ
り
ま
す
」

・「
こ
れ
を
毎
朝
拝
め
ば
、悪
霊
が

去
っ
て
病
気
が
治
り
ま
す
」

契
約
後
に
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

で
き
る
か
ど
う
か
は
、場
合
に
よ

り
ま
す
。消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な

ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

家
族
や
近
所
の
方
々
が
早
く
気

づ
い
て
あ
げ
る
の
も
解
決
の
第
１

歩
で
す
。普
段
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
。

高
額
な
契
約
を
す
る
前
に
、必

ず
家
族
な
ど
周
り
の
人
に
相
談
す

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②③④

15 だん暖たてやま



広報／たてやま　平成19年９月１日号　No.749 発行／秘書広報課　
〒294-8601館山市北条1145-1　�22-3121（秘書広報課）FAX23-3115　印刷・製本／㈱集賛舎
市のホームページでも広報を見られます　http://www2.city.tateyama.chiba.jp

館
山
市
有
形
文
化
財（
古
文
書
）

里
見
氏
関
係
文
書
①

263

市
立
博
物
館
の
休
館
日

９
月
３
日
、10
日
、18
日
、25
日

10
月
１
日
、９
日
、15
日
、22
日
、29
日

▲村田文書「里見義康朱印状」　館山市立博物館蔵
　縦16.8センチメートル×横51センチメートル

　
市
立
第
三
中
学
校（
安
藤
博
行

校
長
、
生
徒
数
522
人
）
の
吹
奏
楽

部
が
、
７
月
に
行
わ
れ
た
「
第
49

回
千
葉
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
」

中
学
校
Ｂ
コ
ン
ク
ー
ル
の
部
で
金

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
部
員
数
は
41
人
。コ
ン
ク
ー
ル

に
は
規
定
で
35
人
し
か
出
場
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
部
の
ス

ロ
ー
ガ
ン「
音
の
和
こ
そ
人
の
和

　
人
の
和
こ
そ
音
の
和
」を
実
践

し
、平
成
17
年
以
来
２
年
ぶ
り
の

金
賞
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
コ
ン
ク
ー
ル
の
曲
目
は
Ｒ
・

Ｗ
・
ス
ミ
ス
作
曲
「
天
空
へ
の
挑

戦
」。「
雄
大
で
か
っ
こ
い
い
曲
。

演
奏
し
て
い
て
楽
し
い
し
、
気
持

ち
の
い
い
曲
で
す
」
と
副
部
長
の

井
上
琴
音
さ
ん
（
３
年
）
と
古
宮

麻
耶
さ
ん
（
３
年
）。

「
毎
日
厳
し
い
練
習
を
続
け
て
き

た
の
で
、
金
賞
を
取
れ
る
と
信
じ

て
い
ま
し
た
。
表
彰
式
で
「
金
賞
」

と
聞
い
た
と
き
は
と
て
も
う
れ
し

く
て
、
涙
を
流
し
て
喜
ぶ
メ
ン

バ
ー
も
い
ま
し
た
。
部
員
み
ん
な

を
ま
と
め
る
の
は
大
変
だ
っ
た
け

ど
、
話
し
合
う
こ
と
で
最
後
は
ひ

と
つ
に
な
っ
て
演
奏
で
き
ま
し

た
」
と
部
長
の
鶴
岡
ひ
の
で
さ
ん

（
３
年
）。
　

「
生
徒
た
ち
は
高
校
生
レ
ベ
ル
の

厳
し
い
基
礎
練
習
に
よ
く
つ
い
て

き
て
く
れ
ま
し
た
。
３
年
生
は
指

示
し
な
く
て
も
自
分
た
ち
で
率
先

し
て
練
習
に
取
り
組
み
、
１
・
２

年
生
に
は
そ
の
姿
が
理
想
像
と
し

て
伝
わ
っ
て
い
る
は
ず
で
す
」
と

顧
問
の
生
稲
慈
子
先
生
。

　
３
年
生
は
運
動
会
で
の
演
奏
を

最
後
に
引
退
し
、
後
輩
た
ち
に
伝

統
が
引
き
継
が
れ
ま
す
。

　

　
昨
年
12
月
26
日
、市
立
博
物
館

に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
里
見
氏
関
係

の
古
文
書
30
点
が
、館
山
市
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。内
訳

は
、博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
古
文

書
20
点
、博
物
館
で
購
入
し
た
古

文
書
４
点
、博
物
館
に
預
け
ら
れ

て
い
る
古
文
書
６
点
で
す
。

　
寄
贈
さ
れ
た
古
文
書
と
は
、戦

国
時
代
以
来
、先
祖
代
々
伝
え
て

こ
ら
れ
た
お
宅
か
ら
の
ご
好
意
に

よ
る
博
物
館
へ
の
寄
付
で
、内
訳

は
、市
内
長
須
賀
に
伝
来
し
た
上

野
文
書
13
点
、富
津
市
に
伝
え
ら

れ
て
い
た
鳥
海
文
書
６
点
、南
房

総
市
富
浦
町
の
村
田
文
書
１
点
で

す
。

　
購
入
し
た
の
は
古
書
市
場
に
流

出
し
て
い
た
も
の
で
す
。出
所
は

不
明
な
が
ら
、第
三
者
が
購
入
す

る
こ
と
で
所
在
不
明
に
な
っ
て
し

ま
わ
な
い
よ
う
に
、公
的
機
関
で

保
存
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
を

購
入
し
ま
し
た
。市
立
博
物
館
で

は
同
じ
資
料
が
ふ
た
つ
と
存
在

し
な
い
里
見
氏
の
古
文
書
は
積

極
的
に
購
入
し
て
き
ま
し
た
。

　
お
預
か
り
し
て
い
る
資
料
は
、

市
内
の
方
か
ら
博
物
館
が
長
期

に
わ
た
っ
て
保
管
を
依
頼
さ
れ

て
い
る
も
の
で
、寄
託
資
料
と
い

い
ま
す
。内
訳
は
、九
重
地
区
の
手

力
雄
神
社
神
主
家
の
伝
来
文
書

５
点
と
、大
野
文
書
１
点
で
す
。

　
市
内
で
は
、ほ
か
に
も
里
見
氏

に
関
係
す
る
30
点
を
越
え
る
貴

重
な
古
文
書
が
確
認
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
う
し
た
里
見
時
代
の
古

文
書
は
、里
見
氏
の
家
臣
を
先
祖

に
も
つ
お
宅
や
、里
見
氏
か
ら
保

護
を
受
け
て
い
た
寺
院
や
神
社

に
残
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多

い
も
の
で
す
。

　
残
さ
れ
て
い
る
古
文
書
の
内

容
に
は
共
通
点
が
あ
り
ま
す
。家

臣
や
寺
社
に
宛
て
た
も
の
の
多

く
は
、里
見
氏
が
所
領
を
与
え
た

際
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
土
地
に
関
す
る
権
利
を

保
障
し
た
も
の
で
あ
り
、ま
た
寺

社
や
家
の
由
緒
に
関
わ
る
も
の

▲猛暑の中、毎日取り組む基礎練習

で
も
あ
り
ま
し
た
。だ
か
ら
こ
そ

大
切
に
残
さ
れ
て
き
た
と
も
い
え

る
も
の
で
す
。

　
ち
な
み
に
写
真
の
古
文
書
は
、

天
正
19(

１
５
９
１)

年
に
豊
臣
秀

吉
に
よ
る
朝
鮮
出
兵
を
直
前
に
控

え
た
里
見
義
康
が
、革
職
人
に
平

久
里
で
所
領
を
与
え
た
も
の
で
す

（
村
田
文
書
）。里
見
氏
が
軍
備
に

必
要
な
革
製
品
を
製
作
さ
せ
る
た

め
に
、皮
革
職
人
を
統
率
し
て
い

た
様
子
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　（
次
号
に
続
く
。）

「
音
の
和
こ
そ
人
の
和

　
　
　
　
　
　
　
人
の
和
こ
そ
音
の
和
」

市
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